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園の目標   元気な子・考える子・自立する子

▲エイヤッ！…人気の的当てゲーム
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に
な
り
ま
し
た
。

７月25日（金）

▲盆踊りは２曲。ポーズがキマってるね！

▲お魚、釣れたかなー？（魚釣りゲーム） ▲田沼魁太鼓さんが祭り気分を盛り上げ ▲プログラムの最後は花火を楽しみました

お神輿は、年長・年中・年少児
が学年毎に交代で担ぎました。
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令和７年９月10日 幼保連携型認定こども園 第０6３号

園の目標   元気な子・考える子・自立する子

藤
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Ｆ
Ｃ
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市
私
立
幼
稚
園
・
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定
こ
ど
も
園
協
会
と
が
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し
て
行
う
子
育
て

フ
ェ
ア
は
、今
年
が
２
年
目
。

親
子
が
協
力
し
て
行
う
ボ
ー
ル
遊
び
で
は
、

Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
コ
ー
チ
が
リ
ー
ド
し
て
常
に
明
る
い

歓
声
が
市
民
体
育
館
に
溢
れ
ま
し
た
。

ふ
わ
ふ
わ
マ
ッ
ト
な
ど
の
遊
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で
も
た
っ
ぷ
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と
遊
べ
た
子
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で
し
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心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

は
二
人
一
組
で
協
力
す
る

７月の終わり、瀬戸谷小学校の先生方
が一日１～２人ずつ来園し、午前中の２
時間ほどを子どもたちと過ごしました。
遊んでもらえた子どもたちは大喜びで、
来園した先生方も、色々なことを感じら
れたことと思います。
本年度、藤枝市では幼児教育と小学校
教育とを結ぶ「架け橋プログラム」とい
う取組みがスタート。この度の試みも、
園と小学校をつなぐ架け橋の一つです。

救急救命・消火訓練子どもたちの笑顔のために
—職員園内研修ー

８月28日(木)

職種・担当の別なく全員が参加する園内研修の講師は、昨年に

続き公認心理師の豊嶋悠人先生にお願いしました。

カウンセラーとして、市内私立幼稚園やこども園の保護者・職

員からの相談にあたられている先生は、園の実態に即した助言を

専門的な知見も嚙み砕き分かりやすくしてくださいます。

当日は、講義だけでなく事前にとりまとめた「こんなときどう

したらよい？」という職員からの質問にも丁寧にお答えいただき

ました。職員４～５人のグループで話し合う時間も設けられ、よ

りよい保育について職員各々が考えを深めることもできました。

子どもに寄り添う保育に向かって有意義な研修となりました。

つながる心

小さな交流のじかん

７月２２日～30日

アェフ

子育 て７月24日(木)

武
道
館
会
場
に
も
楽
し
い

遊
具
が
い
っ
ぱ
い
！

親
子
手
つ
な
ぎ
ド
リ
ブ
ル

親子で楽しむ！
サッカーと遊びの

ふれあいデー

今
年
も
瀬
戸
谷
郵
便
局
さ
ん
と

一
緒
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た

８月2０日(水)

毎年夏に実施する救急救命と消火訓

練は、志太消防本部の消防士からご指

導をいただいています。今回は主に延

長保育・土曜保育の担当者が、ＡＥＤ

や消火器の操作方法などを細かに教え

ていただきました。

「万が一」の事態に備えた研修です。
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